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1. 2020年3月期第2四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 18,814 △3.0 △25 ― △144 ― 1,919 371.4

2019年3月期第2四半期 19,388 2.7 532 10.4 404 7.8 407 253.3

（注）包括利益 2020年3月期第2四半期　　2,015百万円 （372.9％） 2019年3月期第2四半期　　426百万円 （103.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第2四半期 187.41 102.06

2019年3月期第2四半期 39.75 22.82

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 65,037 21,358 32.7

2019年3月期 64,698 19,343 29.8

（参考）自己資本 2020年3月期第2四半期 21,287百万円 2019年3月期 19,268百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2020年3月期 ― 0.00

2020年3月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状況については、後述の
「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 41,500 1.5 2,000 △2.3 1,800 △0.9 3,300 13.5 322.18

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期2Q 10,271,651 株 2019年3月期 10,271,651 株

② 期末自己株式数 2020年3月期2Q 28,821 株 2019年3月期 28,790 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期2Q 10,242,839 株 2019年3月期2Q 10,242,987 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社グループで判断したものです。予想には様々な不確定要素が内在しており、実際の業績は
これらの予想数値と異なる場合があります。



種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

Ａ種優先株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2020年３月期 ― 0.00

2020年３月期(予想) ― 0.00 0.00
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益・雇用環境の改善を背景に緩やかな回復基調で推移

しました。一方で米中貿易摩擦の長期化や日韓関係等、国際経済の不確実性の高まりにより先行き不透明な状況が

続きました。

ホテル業界においては、訪日外国人数は過去最高を更新しているものの、新規ホテルの開業等により競合環境は

厳しさを増しております。

こうした環境下、当社グループは、2019年度を初年度とする３ヵ年の中期経営計画を策定し、「マーケティング

力の強化」「生産性の向上・効率化の推進」「人事運営の改革」を重点戦略として、各種取組みを開始しました。

営業面では、堅調な宿泊需要を最大限取り込み、収益機会の最大化に努めました。また、リーガロイヤルホテル

ならではの付加価値のある商品・サービスを提供するために、お客様のインサイト分析などを行いました。

今年６月に開催されたG20大阪サミットでは、グループの総力を結集して各国の賓客をお迎えし、高い評価を得

ました。

施設面では、リーガロイヤルホテル(大阪)において、１階メインロビーを改装しました。お客様をお迎えする

「顔」である１階メインロビーの緞通、照明、サイン等空間全体を“伝統と革新”をテーマにリニューアルし、お

客様を晴れやかにお迎えする空間を演出しました。また、今年６月にリーガ中之島インを全館改装し、「リーガプ

レイス肥後橋」にホテル名を改称してリニューアルオープンしました。“スマートで機能性・快適性を追求した、

心地よい空間とサービス”をコンセプトに、デザインや機能面で居心地のよさにこだわった客室、開放感あふれる

カフェテラスなど上質な空間をしつらえ、お客様満足度向上を図りました。さらに、リーガロイヤルホテル小倉で

は、今年８月に２階のビュッフェレストラン「オールデイダイニング リートス」をリニューアルオープンしまし

た。

このように収益拡大に向け様々な施策に取り組んでまいりましたが、宴会部門の売上が減収したこと等により、

当第２四半期連結累計期間の売上高は、18,814百万円と前年同期比573百万円（3.0％）の減収となりました。

損益面では、売上高の減収に加え改装費用の計上等もあり、営業損失25百万円（前年同期は営業利益532百万

円）、経常損失144百万円（前年同期は経常利益404百万円）となりました。また、当期及び今後の業績見通し等を

勘案し、繰延税金資産の回収可能性について慎重に検討した結果、繰延税金資産を追加計上したことに伴い、法人

税等調整額（益）を2,159百万円計上したこと等により、親会社株主に帰属する四半期純利益1,919百万円（前年同

期比1,512百万円の増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当社グループホテルは、2019年度を初年度とする３ヵ年の中期経営計画を策定し、ＣＳ・ＥＳ・Ｎo.1ホテルの

実現に向け、経営基盤の強化に取り組んでまいります。

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ338百万円増加し65,037百万円となりまし

た。

内訳では流動資産が同1,975百万円減少し6,422百万円となりました。これは現金及び預金が1,456百万円減少し

たこと等によります。固定資産は同2,313百万円増加し58,614百万円となりました。これは当期及び今後の業績見

通し等を勘案し、繰延税金資産の回収可能性について慎重に検討したこと等に伴い、繰延税金資産が2,206百万円

増加したこと等によります。

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,676百万円減少し43,679百万円となりま

した。これは借入金が返済により787百万円減少したこと等によります。

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ2,015百万円増加し21,358百万円となりまし

た。これは親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等によります。これにより自己資本比率は、前連結会計年度

末の29.8％から32.7％になりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年３月期の業績予想につきましては、2019年８月７日に公表いたしました「繰延税金資産の追加計上及び業

績予想の修正に関するお知らせ」から変更はありません。なお、今後の業績推移等を慎重に検討した上で、業績予

想の修正が必要と判断される場合は速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,591 3,134

売掛金 2,548 2,094

原材料及び貯蔵品 403 423

その他 857 772

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 8,397 6,422

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 60,475 60,611

減価償却累計額 △46,004 △46,273

建物及び構築物（純額） 14,470 14,337

土地 27,000 27,000

リース資産 1,092 1,100

減価償却累計額 △807 △645

リース資産（純額） 284 454

その他 5,245 5,464

減価償却累計額 △4,131 △4,165

その他（純額） 1,114 1,299

有形固定資産合計 42,869 43,092

無形固定資産

リース資産 76 40

その他 205 213

無形固定資産合計 281 253

投資その他の資産

差入保証金 11,893 11,893

繰延税金資産 751 2,958

その他 522 429

貸倒引当金 △17 △11

投資その他の資産合計 13,149 15,268

固定資産合計 56,300 58,614

資産合計 64,698 65,037
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,161 1,079

短期借入金 1,567 1,560

賞与引当金 461 454

その他 4,226 3,352

流動負債合計 7,417 6,446

固定負債

長期借入金 28,668 27,888

長期預り金 3,280 3,259

退職給付に係る負債 5,500 5,498

商品券回収損引当金 179 180

その他 309 406

固定負債合計 37,938 37,232

負債合計 45,355 43,679

純資産の部

株主資本

資本金 13,229 13,229

利益剰余金 6,400 8,319

自己株式 △60 △60

株主資本合計 19,568 21,488

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 23 29

退職給付に係る調整累計額 △324 △229

その他の包括利益累計額合計 △300 △200

非支配株主持分 74 70

純資産合計 19,343 21,358

負債純資産合計 64,698 65,037
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 19,388 18,814

売上原価 4,713 4,363

売上総利益 14,674 14,450

販売費及び一般管理費

水道光熱費 1,180 1,171

人件費 6,811 6,802

諸経費 6,150 6,501

販売費及び一般管理費合計 14,142 14,475

営業利益又は営業損失（△） 532 △25

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 2 2

債務勘定整理益 5 5

その他 20 18

営業外収益合計 29 26

営業外費用

支払利息 132 124

その他 24 21

営業外費用合計 157 145

経常利益又は経常損失（△） 404 △144

特別利益

受取保険金 - 97

投資有価証券売却益 38 -

特別利益合計 38 97

特別損失

固定資産除却損 15 94

減損損失 22 59

特別損失合計 38 154

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

405 △200

法人税、住民税及び事業税 35 46

法人税等調整額 △34 △2,159

法人税等合計 1 △2,113

四半期純利益 404 1,912

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △2 △7

親会社株主に帰属する四半期純利益 407 1,919
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 404 1,912

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △18 5

退職給付に係る調整額 40 96

その他の包括利益合計 21 102

四半期包括利益 426 2,015

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 426 2,019

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △4
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（繰延税金資産の追加計上について）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」に基づき、当期及び今後の業績見通し等を勘案し、繰延税金資

産の回収可能性について慎重に検討した結果、第１四半期連結会計期間に繰延税金資産を追加計上いたしました。

これに伴い、当第２四半期連結累計期間において、法人税等調整額（益）を2,159百万円計上いたしました。
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３．補足情報

連結 部門別売上

（単位 金額：百万円、構成比：％、増減率：％）

部 門

前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

比 較

金 額 構成比 金 額 構成比 増減 増減率

客 室 5,222 26.9 5,310 28.2 88 1.7

宴 会 6,587 34.0 6,034 32.1 △ 552 △ 8.4

食 堂 4,312 22.2 4,284 22.8 △ 28 △ 0.7

そ の 他 3,266 16.9 3,185 16.9 △ 80 △ 2.5

合 計 19,388 100.0 18,814 100.0 △ 573 △ 3.0

リーガロイヤルホテル(大阪) 部門別売上

（単位 金額：百万円、構成比：％、増減率：％）

部 門

前第２四半期累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

比 較

金 額 構成比 金 額 構成比 増減 増減率

客 室 2,598 24.1 2,636 25.2 38 1.5

宴 会 3,736 34.6 3,405 32.5 △ 330 △ 8.8

食 堂 2,413 22.3 2,380 22.8 △ 32 △ 1.3

そ の 他 2,056 19.0 2,040 19.5 △ 16 △ 0.8

合 計 10,805 100.0 10,464 100.0 △ 340 △ 3.2

(注) 上記個別業績数値については、監査法人による四半期レビューの対象外です。
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